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自治労ストライキ
批准投票期間

　
県
本
部
は
１
月
　
日
、
水

19

戸
市
内
で
旗
開
き
と
春
闘
討

論
集
会
を
開
き
、
２
０
２
２

年
の
闘
い
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　
旗
開
き
で
は
、
は
じ
め
に

千
歳
委
員
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
２
０
２
１
確
定
闘
争
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
県
職
の

要
件
な
し
で
の
不
妊
治
療
休

暇
　
日
付
与
、
龍
ケ
崎
市
職

１０

組
合
員
の
参
加
す
る
春
闘
に

旗
開
き
と
春
闘
討
論
集
会
開
く

の
地
域
手
当
　
％
、
日
立
市

10

職
の
家
族
看
護
休
暇
へ
の
拡

大
に
つ
い
て
触
れ
、
単
組
で

要
求
・
交
渉
・
協
議
を
行

い
、
一
時
金
調
整
年
度
内
決

着
と
合
わ
せ
２
０
２
２
春
闘

も
各
単
組
で
丁
寧
に
取
り
組

み
を
進
め
、
組
織
強
化
・
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
春
闘
討
論
集
会
で
は
、
自
治

労
本
部
の
青
木
総
合
組
織
局
長

か
ら「
労
働
者
を
取
り
巻
く
情

勢
と
２
０
２
２
自
治
労
春
闘

方
針
」が
ウ
ェ
ブ
に
よ
り
提
起
さ

れ
ま
し
た
。

　
青
木
局
長
は
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
富
裕
層
と
非
正
規

な
ど
格
差
と
貧
困
が
拡
大
し

た
。
　
年
以
降
労
働
者
の
実

97

質
賃
金
は
上
が
っ
て
お
ら

ず
、
国
際
的
に
見
て
も
日
本

は
低
賃
金
と
な
っ
て
い
る
。

公
務
員
の
賃
金
・
労
働
条
件

決
定
は
人
勧
に
よ
る
と
し
て

も
、
民
間
春
闘
と
連
携
し
、

春
闘
を
た
た
か
い
の
ス
タ
ー

ト
と
し
て
人
勧
・
確
定
期
の

交
渉
に
向
け
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
。
自
治
労
に
と
っ
て

の
春
闘
は
、
賃
金
改
善
と
同

時
に
良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス

と
労
働
者
の
処
遇
改
善
の
社

会
的
合
意
形
成
と
い
う
位
置

づ
け
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で

明
ら
か
と
な
っ
た
人
員
不
足

や
労
働
条
件
な
ど
の
解
決
に

向
け
、
組
合
員
の
声
を
集
め

た
春
闘
要
求
を
す
べ
て
の
単

組
で
行
お
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。
　
県
本
部
か
ら
は
、
生
井
澤

書
記
長
が
自
治
体
確
定
闘
争

の
推
進
と
、
２
０
２
２
自
治

労
茨
城
春
闘
方
針（
案
）を
提

起
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
人
勧
の
一
時
金

が
未
決
着
の
単
組
で
は
、
春

闘
と
合
わ
せ
継
続
し
た
取
り

組
み
で
３
月
議
会
で
の
決
着

開
き
、
各
産
別
組
織
の
代
表

者
や
連
合
茨
城
の
推
薦
・
支

援
す
る
国
会
議
員
を
は
じ
め

と
す
る
各
級
議
員
、
県

内
各
労
働
・
福
祉
団
体

の
代
表
者
な
ど
約
１
０

０
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。
　
冒
頭
、
内
山
会
長
は

あ
い
さ
つ
で
「
す
べ
て

の
働
く
仲
間
に
連
合
茨

城
の
取
り
組
み
を
届
け

る
た
め
、
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
も
う
。
当
面

す
る
２
０
２
２
春
季
生

活
闘
争
と
、
７
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
参
議
院

議
員
選
挙
で
は
、
政
策
実
現

に
向
け
連
合
茨
城
の
推
薦
決

定
す
る
候
補
者
の
必
勝
を
め

ざ
し
て
い
こ
う
」
と
参
加
者

へ
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
、
郡
司
彰
参
議

院
議
員
、
青
山
大
人
衆
議
院

議
員
、
浅
野
哲
衆
議
院
議

員
、
小
沼
巧
参
議
院
議
員
の

ほ
か
連
合
茨
城
の
推
薦
す
る

県
議
会
議
員
も
駆
け
つ
け
ま

し
た
。

　
つ
ど
い
で
は
、
代
表
者
に

よ
る
鏡
開
き
が
盛
大
に
行
わ

れ
、
２
０
２
２
年
の
運
動
の

ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し

た
。

連
合
茨
城
２
０
２
２
新
春
の
つ
ど
い

働
く
仲
間
に
届
く
活
動
を
誓
う

駅
悦
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連
合
茨
城
は
、
１
月
６

日
、
水
戸
京
成
ホ
テ
ル
で
２

０
２
２
年
新
春
の
つ
ど
い
を

旗開きであいさつする千歳委員長

2022春闘取り組みスケジュール
中央（本部）県本部単　　　組

執行委員会（春闘取り組み決定）１２～1月
1月14日県代表者会議1月19日執行委員会～17日要求アンケート配布・回収

1月 1月19日春闘討論集会～31日執行委員会（要求アンケート集約・要求書作成）
1月27～28日中央委員会1月24日単組代表者会議1月下旬職場討議

2月初旬執行委員会・中央委員会（春闘要求書決定）

2月

2月18日スト批准報告2月16日スト批准集約日2月1～10日ストライキ批准投票
2月8～16日春闘要求書提出　＊遅くとも2月末迄に提出

確定期継続交渉…2月2週～3週（2月7～18日）　　県本部統一行動日（戦術集中日）…2月18日
2月18日執行委員会

2月28日県代表者会議2月18日中央委員会
2月28日拡大闘争委員会2月18日春闘総決起集会

（第2次春闘オルグ）給与条例の改正案提出（自治体3月議会）

3月

3月●日対政府交渉戦術闘争指令3月12日要求書回答指定日
3月11日春闘中央行動3月11日第121回臨時大会3月14～18日統一交渉ゾーン

自治労統一行動日　　3月18日
3月●日対政府交渉3月中旬執行委員会（回答内容確認・交渉）
3月●日全国統一行動執行委員会（交渉内容確認）

3月下旬協約（確認書）締結

鏡開きで連合茨城2022年スタート

　
自
治
労
は
春
闘
期
に
ス
ト
ラ
イ

キ
批
准
投
票
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
批
准
投
票
は
、
年
間
を

通
じ
て
一
波
に
つ
き
２
時
間
を
上

限
と
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
闘

争
指
令
権
を
中
央
闘
争
委
員
会
に

移
譲
す

る
こ
と

に
つ
い

て
、
組
合
員
の
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。
高
い
投
票
率
・
批
准
（
賛

同
）
率
と
す
る
こ
と
で
、
組
合
員

の
要
求
実
現
を
望
む
強
い
「
意
志
」

を
示
す
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
春
闘
期
に
合
わ

せ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
再
認
識
さ
れ
た

公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
の
重
要
性

と
存
在
価
値
を
社
会
に
浸
透
さ
せ

る
取
り
組
み
と
し
て
、
良
質
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
社
会
的
合
意
の
形
成
を

は
か
る

た
め
に

「
公
共

サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資
を
！
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　
す
べ
て
の
組
合
員
が
投
票
に
参

加
し
、
高
率
で
批
准
す
る
取
り
組

み
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
批
准
を
成
功
さ
せ
よ
う

を
め
ざ
す
と
同
時
に
、
こ
の

春
闘
期
に
ス
ト
ラ
イ
キ
批
准

投
票
の
取
り
組
み
と
、
県
本

部
生
活
・
労
働
実
態
調
査
や

単
組
独
自
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

を
活
用
し「
１
単
組
３
つ
の

要
求
」と
し
て
組
合
員
の
参

加
と
声
を
集
め
た
要
求
書
を

作
成
し
、
交
渉
・
協
議
を
め

ざ
し
ま
す
。

　
質
疑
討
論
で
は
、
家
族
看

護
休
暇
の
拡
大
、
定
年
引
き

上
げ
に
向
け
て
の
今
後
の
取

り
組
み
方
針
、
医
療
・
社
会

福
祉
職
場
の
処
遇
改
善
へ
の

対
応
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

鬼
木
ま
こ
と
必
勝
を

　
県
本
部
２
０
２
２
年
旗
開

き
で
は
、
来
賓
に
自
治
労
本

部
か
ら
青
木
総
合
組
織
局

長
、
連
合
茨
城
か
ら
内
山
会

長
、
立
憲
民
主
党
県
連
代
表

の
郡
司
彰
参
議
院
議
員
、
国

民
民
主
党
県
連
代
表
の
浅
野

哲
衆
議
院
議
員
代
理
が
駆
け

つ
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
ま

し
た
。

　
ま
た
、
参
院
選
自
治
労
組

織
内
候
補
予
定
者
の
鬼
木
ま

こ
と
さ
ん
か
ら
は
ビ
デ
オ
に

よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら

れ
、
力
強
い
支
援
の
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
春
闘
期
へ
の
組
合
員

の
参
加
と
合
わ
せ
、
鬼
木
ま

こ
と
を
浸
透
さ
せ
る
取
り
組

み
を
行
い
、
私
た
ち
自
治
労

の
代
表
者
と
し
て
鬼
木
ま
こ

と
の
勝
利
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

春
闘
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ

鬼木候補予定者からのメッセージを聞く参加者
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う
実
績
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
下
半
期

は
、
団
体
生
命
共
済
・
長
期

共
済
の
ス
ポ
ッ
ト
募
集
の
実

施
、
マ
イ
カ
ー
共
済
見
積
も

り
抽
選
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
１

月
か
ら
３
月
末
）
の
取
り
組

み
な
ど
、
共
済
活
動
を
さ
ら

に
推
し
進
め
ま
す
。
と
り
わ

け
、
２
０
２
２
年
３
月
退
職

者
か
ら
「
じ
ち
ろ
う
退
職
者

団
体
生
命
共
済
」
へ
１
０
０

％
移
行
を
追
求
し
ま
す
。

　
団
体
生
命
共
済
は
２
０
２

２
年
６
月
以
降
の
更
新
時
か

ら
制
度
改
正
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
単
組
で
は
、
こ
の
改
正

時
期
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
新
契

約
の
獲
得
や
、
４
月
新
規
採

用
者
へ
の
組
合
加
入
と
同
時

に
共
済
加
入
の
取
り
組
み
の

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
組
合
員
と

向
き
合
い
、
共
済
推
進
と
合

わ
せ
た
組
合
活
動
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
県
本
部
と
県
支
部

は
と
も
に
サ
ポ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。

　
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
公

共
民
間
関
係
単
組
で
つ
く
る

公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
組
協

議
会
は
　
月
　
日
、
総
会
と

12

21

学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
総
会
冒
頭
、
草
地
議
長
か

ら
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

　
２
０
１
５
年
９

月
　
日
に
成
立
し

19
た
安
全
保
障
関
連

法
の
廃
止
を
求
め

て
毎
月
　
日
に
行

19

わ
れ
て
い
る
「
　19

日
行
動
」
は
、
戦

争
さ
せ
な
い
・
９

条
壊
す
な
！
総
が

か
り
行
動
実
行
委

員
会
な
ど
の
主
催

で
行
わ
れ
る
抗
議

　
・
　
総
が
か
り
行
動

12
19

改
憲
発
議
に
反
対
の
声
を

国会前で行われた総がかり行動

第２回自治労共済推進・業務担当役職員会議

2022年３月退職者から
じちろう退職者団体生命共済へ移行を

　
　
月
　
日
、
自
治
労
共
済

12

21

茨
城
県
支
部
は
第
２
回
自
治

労
共
済
推
進
・
業
務
担
当
役

職
員
会
議
を
自
治
労
会
館
で

開
き
、
２
０
２
１
年
度
上
半

期
の
共
済
推
進
実
績
報
告
と

下
半
期
に
向
け
た
共
済
推
進

方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ

り
団
体
生
命
共
済
と
長
期
共

済
の
継
続
募
集
時
期
に
単
組

の
十
分
な
取
り
組
み
が
行
え

ず
加
入
件
数
減
、
マ
イ
カ
ー

共
済
加
入
数
は
横
ば
い
と
い

花
岡
事
務
局
長
か
ら
提
案
を

受
け
る
組
合
担
当
役
職
員

謂

井

遺

亥

違違違違違違違

違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

公共民間労組協議会2022年度執行体制
議　　長 大内　智弘（東海村関連労）

副　議　長 枝川雄一郎（茨城国保労組）

事務局長 花島　浩之（県本部）

幹　　事 草地　孝幸（日立市社福労）

幹　　事 黒澤　大志（日立市社福労）

幹　　事 柴田　政信（コロニー労組）

幹　　事 酒井　祥子（コロニー労組）

幹　　事 坂本　　歩（東海村関連労）

幹　　事 福田　浩司（茨城国保労組）

幹　　事 霜田　英且
（日立メディカル労組）

幹　　事 市野沢恭平（県社協労組）

幹　　事 高橋　宏明
（風土記の丘職組）

総
会
と
学
習
会

よ
り
良
い
職
場
環
境
つ
く
ろ
う

公
共
民
間
労
協

休
暇
の
取
り
扱
い
協
議
な
ど

で
、
く
し
く
も
当
局
と
職
場

課
題
の
共
有
化
は
図
れ
た

が
、
未
だ
終
息
し
な
い
感
染

症
の
影
響
は
労
働
条
件
に
及

ぶ
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
も

少
し
で
も
組
合
員
に
負
担
が

な
い
よ
う
取
り
組
み

を
行
う
。
ま
た
、
公

共
民
間
労
協
に
結
集

す
る
職
場
は
、
労
働
環
境
や

適
用
さ
れ
る
法
制
度
も
大
き

く
異
な
る
が
、
結
集
す
る
す

べ
て
の
仲
間
た
ち
の
よ
り
良

い
職
場
環
境
実
現
の
た
め
に

一
緒
に
活
動
を
進
め
て
い
こ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
経
過
報
告
の
あ

と
、
運
動
方
針
と
役
員
選
出

が
提
案
・
承
認
さ
れ
、
新
議

長
に
は
、
大
内
智
弘
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
の
総
会
前
段

に
は
、
県
本
部
の
花
島
副
委

員
長
が
講
師
と
な
り
「
給
与

の
仕
組
み
を
ま
な
ぼ
う
」
と

題
し
た
学
習
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
自
治
労
に
結
集
す
る

公
共
民
間
単
組
の
多
く
は
、

労
働
条
件
が「
自
治
体
準
拠
」

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

自
治
体
労
働
者
の
給
与
構
造

を
学
び
、
自
ら
の
職
場
の
処

遇
改
善
に
繋
げ
て
い
く
た
め

の
学
習
会
で
、
参
加
者
は
知

識
を
深
め
ま
し
た
。

行
動
で
す
。

　
　
回
目
と
な
る
　
月
　
日

73

12

19

も
「
改
憲
発
議
反
対
！
 辺

野
古
新
基
地
建
設
反
対
！
 

敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
反

対
！
 い
の
ち
と
暮
ら
し
と

営
業
を
守
れ
！
」
と
し
て
国

会
議
員
会
館
前
行
動
が
行
わ

れ
、
全
国
か
ら
約
１
０
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
立
憲
民
主
党

な
ど
野
党
か
ら
激
励
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
市
民
を
代
表

し
て
３
名
か
ら
ス
ピ
ー
チ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
　
月
に
開
か
れ
た
臨
時
国

12
会
で
は
、
国
交
省
の
基
幹
統

計
デ
ー
タ
改
ざ
ん
、
森
友
問

題
真
相
隠
し
、
沖
縄
辺
野
古

の
新
基
地
建
設
、
歴
代
政
権

が
憲
法
違
反
と
し
て
き
た
敵

基
地
攻
撃
能
力
保
有
に
つ
い

て
も
踏
み
込
ん
だ
発
言
を
行

う
な
ど
、
岸
田
政
権
は
国
民

の
声
に
向
き
合
わ
ず
改
憲
へ

の
危
険
な
動
き
を
加
速
さ
せ

て
い
ま
す
。
い
の
ち
と
暮
ら

し
を
守
る
政
治
を
実
現
す
る

た
め
、
改
憲
阻
止
の
声
を
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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陸
大
宮
市
職
員
組
合

執
行
委
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長
　
四
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崇

副
執
行
委
員
長
　
川
上
　
雅
文

　
　
〃
　
　
　
安
藤
美
由
紀

書
　
記
　
長
　
森
嶋
　
　
誠

書
　記
　次
　長
　
野
上
　
佳
明

執
　行
　委
　員
　
石
川
　
優
水

　
　
〃
　
　
　
長
岡
　
聖
弥

　
　
〃
　
　
　
桑
名
　
和
哉

　
　
〃
　
　
　
和
田
　
美
香

　
　
〃
　
　
　
秋
山
　
貴
志

　
　
〃
　
　
　
會
沢
　
英
行

　
　
〃
　
　
　
大
津
　
祥
久

　
　
〃
　
　
　
小
口
　
陽
司

　
　
〃
　
　
　
古
徳
　
祥
明

　
　
〃
　
　
　
阿
久
津
拓
也

　
　
〃
　
　
　
倉
橋
扶
美
子

　
　
〃
　
　
　
市
野
沢
翔
太

　
　
〃
　
　
　
堀
江
　
正
悟

　
　
〃
　
　
　
宇
留
野
美
名
子
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役

　
新
役
員員

常
陸
太
田
市
職
員
組
合

常
陸
太
田
市
水
道
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長
　
和
知
　
武
彦

副
執
行
委
員
長
　
井
坂
　
聡
行

副
執
行
委
員
長
　
井
上
　
健
二

書
　
記
　
長
　
石
川
　
則
行

書
　
記
　
長
　
生
天
目
　
耐

執
　行
　委
　員
　
猿
田
　
陽
子

　
　
〃
　
　
　
黒
羽
　
成
江

　
　
〃
　
　
　
鴨
志
田
百
合
子

　
　
〃
　
　
　
山
田
明
日
香

　
　
〃
　
　
　
渡
邉
　
尚
美

　
　
〃
　
　
　
新
妻
　
拳
介

　
　
〃
　
　
　
田
崎
　
暁
子

　
　
〃
　
　
　
田
所
　
美
幸

水
郡
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

議
　
　
　
長
　
坪
井
　
正
人

副
　
議
　
長
　
上
田
　
　
健

事
　務
　局
　長
　
鈴
木
　
教
彦

事
務
局
次
長
　
高
村
　
喜
尚

大内議長（一番右）をはじめとする新執行体制


